
令 和 7 年 4 月
福 島 県 富 岡 町

原子力災害からの復興への取組と未だ厳しい現状
そして 今後の課題



明治33年、夜の森が開拓され
た際に植えれた桜が今では町
のシンボルとなった。毎年開
花と同時に見物客でにぎわ
う。

全国花いっぱい「花と緑の
駅」コンクールで日本一に輝
いたJR常磐線夜ノ森駅のツツ
ジは、旅人の目を楽しませ
る。

水辺に生息するセキレイは、
富岡川の清らかな流れとチチ
チッと爽やかなさえずりが
人々の心を和ませる。

面積68.39k㎡、人口11,160人
年間降水量1,533mm
年間平均気温13.8℃

 裁判所、労基署、職安、営林署
 富岡土木事務所（前身は明治の郡役所）、双葉農業普及所、

原子力立地振興事務所
 双葉警察署（平成22年 富岡・浪江警察署統合）
 6行7店（東邦、福島、大東、労金、あぶくま信金、相双信組）
 初期救急医療「今村病院」と6医院（内科、外科、整形外科、眼科）
 県立富岡養護学校
 2局（富岡・夜の森）
 ヨークベニマル2店舗、家電量販店、ホームセンター、

ドラッグストア、飲食チェーン
 東京電力㈱浜通り電力所、㈱東北電力、NTT等の支店
 小中学校4校と“双葉地区教育構想”

【南北の幹線】
 JR常磐線（富岡駅・夜ノ森駅）

郡内で最も多い乗降者数（約30万人/年 H22）
 常磐自動車道（常磐富岡IC）

・再開通（H26.2.22）（広野IC～常磐富岡IC）
・全線開通（H27.3.1）（常磐富岡IC以北）

 幹線道路 国道6号
【東西の幹線】
 県道36号小野富岡線

01 花と緑に抱かれた町とみおかまち



02 複合災害・⾧期避難以前の“富岡町”



【発生時刻】
平成23(2011)年3月11日（金） 14時46分

【震源】
三陸沖の宮城県牡鹿半島の
東南東 130km付近、深さ約24km

【地震の規模】
マグニチュード9.0

（国内観測史上最大規模、1990年以降世界4番目の規模）

平成23（2011）年
3/11 14:46 東北地方太平洋沖地震 発生

富岡町災害対策本部 設置
15:30 津波襲来

19:03 福島第一原発 原子力緊急事態宣言 発令
21:23 第一原発半径10㎞圏内 屋内退避指示 発令

3/12
05:32 第一原発半径10㎞圏内 避難指示 発令

富岡町・川内村災害対策合同本部 設置

15:36 福島第一原発1号機 水素爆発(写真は3号機）
18:25 第一原発半径20㎞圏内 避難指示 発令

3/14
11:01 福島第一原発3号機 水素爆発

3/16 富岡町民・川内村民の避難

4/22 福島第一原発半径20㎞圏内
町内全域が災害対策基本法における警戒区域に指定

03 東日本大震災と原子力災害

【震度】
宮城県北部の栗原市で最大震度7が観測されたほか、宮城県、福島

県、茨城県、栃木県などで震度6を観測。北海道から九州地方にかけ
て、震度6弱から震度1の揺れが観測された。

【津波】
岩手県、宮城県、福島県を中心とした太平洋沿岸部を巨大な津波が

襲った。福島県相馬市9.3m以上、岩手県宮古市8.5m以上、大船渡市
8.0m以上、宮城県石巻市7.6m以上などが観測されたほか、宮城県女川
漁港で14.8mの津波痕跡も確認された。遡上高(陸地の斜面を駆け上がっ
た津波の高さ）では、国内観測史上最大の40.5mが観測された。

警戒区域の概念図

水素爆発後の福島第一原発3号機建屋

富岡駅前周辺の津波被害



・段階的な帰町に関する考え方
・帰町までの除染等に関する取組方針
・復興の足がかりとなる除染実施と風評被害撲滅
・町民のこころを繋ぐサロンの設立

04 富岡町の災害復興計画

・安心して帰りたくなる環境整備
・新たな魅力を備えた｢ふるさと富岡｣づくり
・当面帰還できない町民の心身の健康づくりと生

活再建

・「町民一人ひとりの“心”の復興」と「町民の心
をつなぐ“ふるさと富岡”の復興

・『帰還する道・『帰還しない道』・『今は判断
できない道』町民一人ひとりの意向を尊重

・「人が生き 町が 活き未来がいきる富岡町」
・町とつながり続ける環境の充実
・新たなひとの流れの創出

【大前提】
・避難指示継続区域の早期解除
・生活基盤の整備と再生

●「未来志向の復興・創生」
「つながりの拡大」

「世界に誇れる幸せづくり」

●計画期間 令和7年度～令和16年度



05 災害復興計画(第三次)に掲げる２つの重点政策



06 厳しい現状①（人口推移）
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 県外避難者 1,587人
№1 茨城県 366人
№2 埼玉県 218人
№3 東京都 207人

 福島県内 6,980人

▸ 一度移した生活の軸足を戻す難しさ(仕事・家族の介護や育児など）
▸ 町内の生活環境(医療や福祉・買い物環境など）の回復途上
▸ 従来の地域コミュニティ機能の著しい機能低下（支え合い・防犯）

▸ 一時の復興需要に従事する単身
男性が占める割合が大きい

▸ まずは、多くの接点づくり



07 厳しい現状②（町内の生活環境の更なる充実）

▸ 単なる空地ですがどのような課題を想像しますか？
▸ 富岡町の住宅が集中していた地域・駅前・商店街など

多くの宅地が空地になっています。

① ⾧期避難中による立入り制限など管理が困難に
② 居住しない住宅ではカビや害虫、動物なとにより荒廃
③ 更に度重なる地震や風雨により荒廃度合が悪化
④ 居住できなくなり国費による解体を選択
⑤ 自宅がなくなることで更地になった土地が残る

① 自宅解体後は訪れる理由も薄れてしまう
② 更地に草木が繁茂し、土地も荒廃
③ 利用目的もないまま何とか年に数回維持管理を実施
④ 固定資産税は資産税であるため保有する限り課税される
⑤ 需要が喚起されず、土地利用したくてもできず

▸自分らしく学び・生きる
▸余暇を楽しめる

▸子供が安心して通学できる
▸困った時に何とかなる

▸電気・ガスなどが復旧
▸当たり前の回復

▸ 一定の地域に「生活できる」ための機能を回復
▸ 国の支援などによりその機能と機能同士や住まいなどを結ぶ

生活の足となる交通が最低限確保されている
▸ 医療や介護・住まい・子育て施設・買い物環境など様々な機能の向上を

町内に暮らす住民だけでなく、帰還や移住を検討する方が求めている
▸ まだまだ、町内や周辺地域に住む方や働く方の絶対数がニーズを上回る

ような民間の経済活動などによる更なる機能の供給を喚起するには至
っていない

▸ 限られた社会資源の中で、物理的な豊かさを向上させる取組みと同時に
被災者や移住者といったカテゴリーにとらわれない、同じ地域で暮らす
者が互いに支え合う、震災以前に地域で有していた地域コミュニティ機能
を補完する機能を一つの社会資源と捉え、その両輪をもって彩ある日常を創らなければならない

理美容店が近くに
あるといいな

日曜日はお店が
営業していなくて困る



• 富岡町ホームページ ：https://www.tomioka-town.jp/index.html
• 富岡町移住定住ポータルサイト ：https://www.tomiokakurashi.com/index.html
• とみおか放射線情報まとめサイト ：https://tomioka-radiation.jp/
• 富岡町文化交流センター 学びの森：https://www.manamori.jp/
• とみっぴーラジオ：ラジオ福島（毎月第2火曜日 14:10 ～ 14:20）

富岡町公式Instagram

08 もっと富岡町を知りたい



富岡町役場

本庁舎 福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚622-1
☎0240-22-2111

いわき支所 福島県いわき市平北白土字宮前8
☎0246-88-1987

郡山支所 福島県郡山市大槻町字原ノ町49-1
☎024-983-9021

【作成】
富岡町企画課
tom0200-0@tomioka-town.jp


